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1. 教育の責任 
 
湘南医療大学薬学部の教育目標は、 

〇 「薬学基礎知識・技術を⽤いて問題を発⾒し解決するために、医療現場の薬

剤師に必要な診療⽀援能⼒を⾝につける。」 

〇 「薬学、医療の進歩と改善に資するための研究マインドを⾝につける。」 

上記のために、化学を学ぶことで、薬に対する深い知識と応用性を教えることが

責務と考えている。 

 
担当科目 

「薬学基礎化学」（入学前教育） 

大学の化学（主に有機化学）を学ぶための基礎知識の確認と総括を行う。 

「有機化学Ⅲ」（必修：3 年前期） 

有機化学は覚える学問ではなく、考える学問であることを教えている。 

「薬学総合プレ研究」（必修：3 年前期） 

大学の研究室での研究の実習を行っている。 

「化学系実習」（必修：1 年後期） 

 化学実験の基礎を身に着けることを教育している。 

「有機化学実習」（必修：2 年後期） 

「天然物化学実習」（必修：3 年前期） 

 
2. 私の理念・目的 

1) 私の理念 
 

私の教育理念は覚える学問ではなく、考える学問であることを教えている。 

考えることを身に着けると、問題解決能力を身に着けることができる。将来につ

く種々の職業においても役に立つ能力を身に着けてほしい。 

 
2) 理念をもつに至った背景 

 
私は、国の研究機関で三十数年、創薬研究者として研究、教育（卒業研究、大学

院研究の外研）を行ってきた。研究をとおして、論理性、独創性、倫理性、協調

性を養うことができると考えている。 

研究活動を行うことで考えることを身に着けると、様々な問題に対する問題解決

能力を身に着けることができると考えている。 
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3. 教育の方法・戦略 
 

【授業の工夫】 
〇 講義に化学計算のデモを用いている 

講義の時に、分子モデリング・配座解析・ドッキングスタディ等のデモ及び操作を

行う。有機化学の理解を深める目的で行っている。 

〇 各科目オリジナル教材を作成している。（冊子） 

「薬学基礎化学」「有機化学Ⅲ」「」「CBT 対策講義」等について作成している。 

習得する事柄を明記し、問題を設定している。 

〇 講義の後に確認試験を行う。知識の理解、定着度を確認する。時には難易度の

異なる問題を並列し、余裕のある学生にはさらなる高見（思考する）を見てもらう。 

〇 「キーワードで学ぶ機器分析問題集」評言社の監修 

機器分析のまとめのための問題集。見開きで左に問題、右に解答解説という構成に

なっている。 

 

 
4. 学習成果 

〇 講義の回数を重ねるごとに、確認テストの成績分布が変化してくる。 

〇 質問に来る学生の数が講義開始時より増えた。 

〇 「有機化学がわかるようになった」、「有機化学の奥深さを知った」等の意見を

得た。 

 

5. 改善のための努力 
以下の点について検討する。 

講義内容（シラバス）の精査、確認テストの充実、分子模型・コンピュータによる

分子モデリング等の使用 

 
6. 今後の目標 

 
[短期目標] 

実習科目の充実。化学系では 3 つの実習を行っている。（化学系実習，有機化学実

習，天然物化学実習）これらの実習の内容を充実させるとともに実習間での継続性、

連携を考えていきたい。 

[長期目標] 

将来薬剤師のなってからも役立つ化学の基礎的な知識、技能を身に着けるような工

夫を行いたい。 



4 
 

【添付資料】 
各項目の記載内容を客観的に示すためのエビデンスを箇条書きで記入してください。 
例） シラバス、開発教材、学生アンケート、テスト原本、レポート課題、講義配布資料、学生の

就職先情報、卒業論文タイトル、発表論文、受賞の賞状、研究課題採択通知、など 
 

年度 シラバス 

2021 年度 薬学基礎化学 

化学系実習 

2022 年度 薬学基礎化学 

化学系実習 

有機化学実習 

2023 年度 薬学基礎化学 

化学系実習 

有機化学実習 

天然物化学実習 

有機化学Ⅲ 

2024 年度 薬学基礎化学 

化学系実習 

有機化学実習 

天然物化学実習 

有機化学Ⅲ 
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